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LIGHT UP ROTARY 
ロータリーに輝きを 

宇都宮さつきロータリークラブ  会報 
第 ２９ 回 例 会 

日 時：2015 年 2 月 23 日（月） 

19：00～20：00 

会 場：コンセーレ 

・開会                              藤井大介 SAA 

 

・点鐘                              和知孝道 会長 

 

・ロータリーソング（奉仕の理想）斉唱                       

 

・ビジター紹介                                  

飯村愼一直前ガバナー、安藤英夫（宇都宮 90RC） 佐藤節特別代表（宇都宮陽北 RC） 

佐貫直通ガバナー補佐、橋本正行、増渕貴之（宇都宮陽東 RC） 

・会長挨拶                            和知孝道 会長 

2 月 21 日(土)は、村上芳弘様の旭日小綬章受章の祝賀会が、宇都宮グランドホテルであ

りました。宇都宮さつきロータリークラブの立ち上げにもご尽力をいただきましたので、 

私と三森富雄幹事が出席をしてまいりました。2014 年 6 月 30 日(月)開催の第 2 回例会に

も卓話をいただいた中で、村上様のこれまでの歩みをお聞きいたしましたが、この様な形

で功績が認められましたことに心よりお祝いを申し上げたいと思っております。また、ご

来賓の方から、村上様が宇都宮さつきロータリークラブを立ち上げた話も出まして、大変

光栄に思っております。 

本日は、佐貫直通ガバナー補佐から IM（3 月 12 日(木)ホテルニューイタヤで開催）の

お知らせで、そして宇都宮陽東ＲＣ増渕貴之様からゴルフコンペ(5 月 6 日(水)宇都宮カン

ツリークラブで開催)のご案内にお越しをいただきました。 

本日は、齊藤昇吾広報委員長の会員卓話です。楽しみに参りました。 

それではどうぞよろしくお願いいたします。 

・幹事報告                            三森富雄 幹事 

・例会開始時間を 18 時 30 分から 19 時にしたことにより、落ち着いて会合ができる状況

になった。  

・2 月 27 日（金）に第 3 グループの 3 回目の会長幹事会が開催予定で、私と和知孝道会長

が参加予定となっております。  

・3 月 12 日（木）のＩＭの参加者報告期限が、2 月 26 日（木）となっていますので、  

発表者につきまして、確認させて頂きます。なお、発表者が所属委員会に属していない

場合は、委員長と打合せの上発表をお願いいたします。発表者は、発表内容を 3 分以内

にまとめておくようお願いいたします。   

・ＲＩ会長賞について   

会員基盤を広げ、奉仕の効果を高め、ロータリーのネットワークを広げるために行動を

起こしたクラブを表彰する制度。会員増強、奉仕、ロータリーファミリー（行事への参

加等）の 3 部門で、ポイントを集計して、3 項目とも 30 ポイントをクリアーしたクラブ

が申請できる。こういうことを念頭にロータリー活動をしていきましょう。   
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・委員会報告                                   

・ロータリー財団委員会                    齊藤 昇吾副委員長 

 2015～2016 年度ロータリー財団補助金管理セミナー及び研究会 

 宇都宮グランドホテル 2 月 14 日(土)14 時～17 時 

 出席者 

2015～2016 年度 夏目公彦会長、湯澤敦史幹事、齊藤昇吾ロータリー財団委員長 

☆宇都宮さつきロータリークラブは、今年度補助金申請の資格なしとのこと。 

・出席報告                            石川 均副会長 

・総人員 22 名、出席者数 21 名、出席率 95.45％ 

・スマイル報告                          石川 均副会長 

・飯村愼一直前ガバナー（宇都宮 90RC）  

 久しぶりの例会です。宇都宮９０ＲＣの安藤英夫会員と共によろしくお願いいたします。 

・佐藤節特別代表（宇都宮陽北 RC） 

 佐貫直通ガバナー補佐、ＩＭキャラバンありがとうございます。 

・増渕貴之会員（宇都宮陽東 RC） 

 5 月 6 日(水)宇都宮カンツリークラブで開催の、宇都宮市内ロータリークラブによる 

親睦ゴルフコンペの案内にまいりました。よろしくお願いいたします。 

・和知孝道会長  

齊藤昇吾広報委員長の会員卓話を楽しみにしております。 

・三森富雄幹事  

齊藤昇吾会員、ロータリー財団学友会第 1 号卓話を引き受けていただき、ありがとう 

ございます。郷昭裕会員、滝川悦子会員よろしくお願いいたします。 

・小堀彰久親睦活動委員長 

 久我臣仁会員、宇都宮さつきロータリークラブに入会おめでとうございます。 

・齊藤昇吾広報委員長 

 1905(明治 38)年 2 月 23 日(木)にロータリークラブが誕生し、本日は１１０周年の 

記念日です。さらに、1960(昭和 35)年 2 月 23 日(火)に皇太子殿下が誕生し、本日は 

５５歳の誕生日です。このような記念日に卓話をさせていただき、感謝しております。  

・卓話                                齊藤 昇吾        

晴れ舞台はＹＥＳから始まった 
  私にとって晴れ舞台は、ロータリークラブである。その扉が、2014 年 6 月 16 日(月)に開いた。

その晴れの日は、宇都宮さつきロータリークラブ創立総会で、チャーターメンバーとなった日で

ある。宇都宮さつきロータリークラブは、２１名の会員でスタートして、私は 2013～2015 年度

広報委員長、ロータリー財団及びロータリー米山記念奨学会副委員長を務めている。 

 
宇都宮さつきロータリークラブ創立総会 2014 年 6 月 16 日(月) コンセーレ 
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１．「ＹＥＳ」の決断から南アフリカ共和国ＧＳＥまで 
晴れ舞台の始まりは、1995 年に「ＹＥＳ」と回答したことから始まった。 

1995 年は、宇都宮市役所出納室に勤務していた。当時の収入役に質問された。 

「齊藤君は英語ができるかね。」  

即答で返事した。「はい。できます。」 

「では、２週間後にロータリークラブ主催で海外派遣の試験があるので、受験してみないか。」 

これも、即答で返事した。「受験します。ありがとうございます。」 

収入役の話しでは、私の前に 7人の職員に受験の打診があったが、皆断ったとのこと。 

「ＹＥＳ」と答えたことで、ロータリークラブの扉が開いたのだ。 

この時は、ロータリークラブの存在も知らなかったし、海外派遣でどこに行くのかもわからなか

った。さらに、英語は聞くことも話すことも満足にできなかった。 

ＧＳＥ派遣受験資格は、３つの条件がある。 

・２５歳から４０歳。 

・社会人２年以上。 

・親がロータリアンではないこと。 

  宇都宮ロータリークラブが推薦してくれた。試験に合格すると、アメリカ合衆国ミシシッピ州

に 1か月間行けるとのこと。この時、8人の受験生がおり、4名が合格である。結果は、5番目で

補欠だった。 

  翌年 1996 年に、もう 1度ＧＳＥ派遣試験に臨んだ。 

合格すると、1997 年に南アフリカ共和国に 1 か月間いけるとのこと。5 人が受験して、4 人の

枠に入ることができた。 

南アフリカ共和国出発まで、6か月間の期間があった。月 1回の集まりで、宮崎柏ガバナー、 

板橋敏雄先生や多くのロータリアンから、ロータリークラブの素晴らしさや、組織について多く

のことを教えてもらった。いつかは、ロータリアンになりたいと、心から思った。 

正式には、ロータリー財団ＧＳＥ派遣委員会である。 

ＧＳＥはＧｒｏｕｐ Ｓｔｕｄｙ Ｅｘｃｈａｎｇｅである。 

Ｇｒｏｕｐは、ロータリアン 1名、社会人 4名、計 5名で構成している。 

ロータリアンは、宇都宮ロータリークラブ堀井宏祐さん。 

メンバーは、男性２名と女性２名である。 

Ｓｔｕｄｙは、職業研修やロータリークラブでのプレゼンテーションである。 

Ｅｘｃｈａｎｇｅは、1 か月間、第 2550 地区栃木県と第 9270 地区南アフリカ共和国クアズール

ーナタール州の 5人が、それぞれのロータリアンの家にホームステイして、文化の交流を図るこ

とである。 

 南アフリカ共和国ＧＳＥ出発までに、1 か月 1 回のＧＳＥ委員会のほかに、東京のベルリッツ

で、英会話の 3 泊 4 日の研修や、第 9270 地区での地区大会及びロータリークラブ例会での発表

の練習をした。 

 
東京にある南アフリカ共和国大使館で、南アフリカ共和国大使とＧＳＥチーム 
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２．「虹の国」南アフリカ共和国ＧＳＥ滞在３４日間 
 この３４日間は、私の人生に大きな影響を与えてくれた。 

 １９９７年５月１７日(土)成田空港を出発した。シンガポール空港に８時間のトランジットが

あり、シンガポール観光ができた。マーライオンが印象に残った。その後、モーリシャス、ヨハ

ネスブルグと経由して、ダーバン空港に到着した。成田空港から出発して２９時間かかった。 

 南アフリカ共和国は「虹の国」といわれているが、それは、ネルソン・マンデラ大統領就任演

説の際、「南アフリカ共和国では、１１の言語が憲法で保障されている。黒人や白人がお互いに

協力して、雨上りの虹のような素晴らしいものにしたい」という願いが込められている。 

 最初のホームステイ先は、ダーバン前市長宅である。ダーバン市は、人口が 300 万人位いて、

横浜市と同じくらいである。私自身ホームステイは、初めての経験である。なんという幸運であ

ろう。ダーバン空港で、ロータリアンのホストファミリーの人が迎えに来ていた。その中の 1人

が微笑みながら、私のほうにやってきた。「Ｈｏｗ ｄｏ ｙｏｕ ｄｏ？Ｉ ａｍ Ｍｉｋｅ 

Ｌｉｐｓｃｈｉｔｚ．」と言って握手を求めてきた。この瞬間に今まで抱いていた不安が、すべ

て氷解した。人として、つきあうのに、肩書などなんの役にも立たない。 

「Ｈｅａｒｔ＆Ｓｍｉｌｅ」が大切ではないだろうか。次の日から、「Ｓｈｏｇｏ」「Ｍｉｋｅ」

とファーストネームで呼び合うようになった。 

「Ｍｉｋｅ」は、私に、「Ａｒｅ ｙｏｕ ｈａｐｐｙ？」と笑顔で何回も聞いてきた。おまえ

が幸せなことが、1番うれしいとのこと。Ｍｉｋｅの家で 5泊 6日した。1か月間で、8つの家を

ホームステイした。すべての家にプールがあり、メイドがいた。メイドに、「今の生活はどうか」

と、聞いてみた。メイドは、「こんな幸せなことはない。衣食住が保障され、子供達を学校に行

かせることができるので、字を書いたり読んだりすることができるとのこと。」この言葉に衝撃

を覚えた。日本では、当たり前のことである。当たり前のことがいかに幸せであるか、改めて認

識した。 

 ２つ目のホームステイ先は、ピーターマリツブルク市で、Ｎｉｇｅｌという建築家である。 

毎週金曜日の夜は、近くの教会で子ども達を集めて、歌などを教えている。日本から持ってきた

紙芝居、けん玉、お手玉で遊び、プレゼントしたら、ものすごく喜んでくれた。特に紙芝居は、

Ｎｉｇｅｌの 4人の子供が読み比べをしていた。この国の子供に対する教育方針で素晴らしいと

感じたことの一例をあげてみよう。Ｎｉｇｅｌ家族で２か月間イギリス旅行に行ったという。子

供の夏休みは通常 1か月だが、海外に家族で行った場合、特別休暇を 1か月だけ認めてくれると

いう。海外に行ったことを教育の中に取り入れているという、素晴らしいシステムである。 

 3 つ目のホームステイは、南アフリカ共和国のシンガポールとよばれているリチャードベイで、

Ｊｅａｎ Ｐａｕｌという 1,200 人の従業員を抱えるアルミニウム工場の社長である。私に与え

られた部屋は 20 畳くらいの広さがあり、隣接してゲスト専用のバスルームがあった。バスルー

ムの中に、バス、トイレ、シャワー室、洗面所が区別されている。朝食はリビングルーム、 

昼食はプールサイド、夕食はプライベートビーチで歓迎パーティを開いてくれた。彼の口癖は、

「Ｔｉｍｅ ｉｓ Ｍｏｎｅｙ．」である。 

 

 
第２５５０地区ＧＳＥチームと第９２７０地区ＧＳＥチーム 
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３．ロータリー財団学友会で１０年間会長を務める 
南アフリカ共和国ＧＳＥとして、1997 年 6 月 19 日(木)に帰国した。６月中に、ＧＳＥ委員会

主催で帰国報告会を行った。その会場にロータリー財団学友会上野修一会長も出席していた。そ

の際に、ロータリー財団学友会総会でも、帰国報告してほしいといわれた。 

帰国してから、ロータリー財団学友会の存在を初めて知った。会員は国際親善奨学生とＧＳＥ

経験者で、構成しているとのこと。さっそく、ロータリー財団学友会に入会した。入会金 1万円、

年会費 3千円である。１９９９年にロータリークラブの地区協議会があり、大勢のロータリアン

の前で「ロータリー留学と人とのふれあい」という題で、６０分間パネルディスカッションを行

った。コーディネーターを齊藤 昇吾がつとめ、パネラーは、パストガバナー、国際親善奨学生

経験者、ＧＳＥ経験者、青少年交換留学生、ロータリー米山記念奨学生の 5名である。ロータリ

ー留学で大切なことは、人との触れ合いということである。このパネルディスカッションを経験

させていただいたことにより、ロータリークラブの素晴らしさを再認識して、いつかはロータリ

アンになることを決意した。 

２０００年７月 1日(土)からロータリー財団学友会会長にならないかと言われた。 

もちろん「ＹＥＳ」である。ただ、どのような活動をしてよいのか、まったくわからなかった。

2000～2001年度の総会の出席者11名、年会費15名納付だった。２０１０年６月３０日(水)まで、

１０年間会長を務め、2009～2010 年度の総会の出席者 27名、年会費 110 名納付になった。 

ロータリー財団学友会の活動は、会報誌であるＳＴＥＰ ＦＵＲＴＨＥＲの発行、国際親善奨

学生やＧＳＥ出発前に交流し、ロータリークラブの素晴らしさを伝え、ロータリー財団学友会入

会につなげる。１０年間でロータリークラブの行事に出席させていただき、多くのロータリアン

やロータリー財団学友会会員と交流することができた。私が、第 2550 地区ロータリー財団学友

会会長に就任したのは、2000 年 7 月 1 日だが、当時の茨城県の第 2820 地区ロータリー財団学友

会会長は根本孝さんである。1978 年 10 月 10 日、ロータリー財団学友会創立時は、栃木県と茨城

県の合同地区だった。1996 年 7 月から、第 2550 地区と第 2820 地区に分割になった。根本孝会長

からの提案で、年に 1 回集まり、交流会を開催しようことである。第 1 回はつくば市に集まり、

ロータリー財団学友会のビジョンについて話し合った。奇数回を茨城県、偶数回を栃木県で開催

した。 

第 1回つくば市、第 2回宇都宮市、第 3回つくば市、第 4回足利市、第 5回大洗町、第 6回那

須塩原市、第 7 回つくば市、第８回日光市、第９回大洗町、第１０回那須町、第１１回下妻市、

第１２回真岡市、第１３回北茨城市、第１４回鹿沼市で開催した。 

 

 
ＲＩ第２５５０地区ロータリー財団学友会第３２回総会 2009 年 7 月 12 日(日)宇都宮ポートホテル 
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４．宇都宮さつきロータリークラブ入会 
 2013 年ＲＩ第 2550 地区ロータリー財団学友会第 36 回総会の時に、飯村 愼一ガバナーに出席

していただいた。その際に、ロータリー財団学友会会員は、ロータリークラブにぜひ、入会して

ほしいといわれた。ガバナーから直接言葉をかけていただき、この時の感激は、今でも鮮明に覚

えている。近い将来、ロータリークラブに必ず入会することを心に決めた。さらに、2013 年に 

ロータリー財団学友委員会長谷川孝委員長から、ロータリー財団学友会でロータリークラブを 

立ち上げようという話があった。この説明会は 5回くらいあった。 

ロータリー財団学友会のロータリークラブ創立の実現はなかったが、宇都宮さつきロータリー

クラブに入会するきっかけになった。2014 年 4 月 21 日(月)第 1 回仮クラブ例会を宇都宮グラン

ドホテルで開催から、6月 9日(月)第 5回仮クラブ例会をコンセーレで開催まで回を重ねて、 

6 月 16 日(月)宇都宮さつきロータリークラブ創立総会を開催した。 

そして、宇都宮さつきロータリークラブは、6月 17 日(火)国際ロータリー加盟認証になった。 

 

５．「大変」な人生を満喫する 
 ロータリークラブに入会して、大変ですね。多くの人から言われた。私は、「大変」という言

葉を聞くと、「ありがとうございます」と答えることにしている。 

「大変は大きな変化になり、人生が好転するということである。」2015 年で私も 55歳になる。 

2015～2016 年度はロータリー財団委員長、2016～2017 年度は石川 均会長の元、幹事の予定で

ある。宇都宮さつきロータリークラブで、どんな大変なことが待ち受けているか、今からとても

楽しみにしている。 

 
                 第 29 回例会 2015 年 2 月 23 日(月) 

 

＜齊藤 昇吾のロータリークラブプロフィール＞ 

・1996～1997 年度南アフリカ共和国ＧＳＥ（宇都宮ロータリークラブ推薦） 

・ロータリー財団学友会 2000～2010 年度会長 

・宇都宮さつきロータリークラブ 2014 年 6 月 16 日(月)入会 

チャーターメンバー 

2013～2015 年度広報委員会委員長 

 2015～2016 年度ロータリー財団委員長及びロータリー米山記念奨学会委員長 

 2016～2017 年度幹事 

・点鐘                              和知孝道 会長 

 

・閉会                              藤井大介 SAA 


